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津 南町森林組合

苗場登山道　刈払い作業

代
表
理
事
組
合
長
　
滝
沢
　
完
治

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
、

組
合
運
営
に
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合
業
務
も
半
期

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
社
会
環
境
の
変

化
に
伴
い
、
分
野
別
に
は
浮
き
沈
み
が
生
じ
て
お

り
ま
す
が
、
総
合
収
支
で
は
、
順
調
な
滑
り
出
し

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
食
品
分
野
で
は
予
想
を
上

回
る
活
発
な
動
き
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
期
の
目
標
の
一
つ
と
し
て
、
職
場
環
境
・

雇
用
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
雇
用

の
面
で
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
パ
ー
ト
職
員
の
正
規

職
員
へ
の
転
換
を
図
り
、
継
続
雇
用
者
を
含
め
、

現
在
百
五
十
名
余
の
雇
用
の
場
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
環
境
面
で
は
、
食
品
安
全
の
国

際
認
証
取
得
に
挑
戦
し
、
そ
の
成
果
も
職
場
に

定
着
し
つ
つ
あ
り
、
更
な
る
衛
生
面
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

森
林
分
野
で
は
、
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
つ
つ
も

森
林
所
有
者
の
ご
理
解
を
頂
く
中
、
町
の
ご
支

援
を
頂
き
な
が
ら
、
計
画
達
成
に
む
け
て
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

暦
の
上
で
は
「
立
秋
」
が
過
ぎ
た
ば
か
り
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

暑
さ
を
和
ら
げ
に
森
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
組
合
員
皆
様
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

残
暑
お
見
舞
い

　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
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第17期 総代決定! 今年の８月７日をもって第16期の当組合総代の任期が満了
し、８月８日より第17期の総代が就任されました。３年間、
御指導・御協力の程よろしくお願い申し上げます。（敬称略）
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涌 井　　 勉
藤 ノ 木　 晃
島 田　 義 道 
山 本 龍 徳
桑 原 信 一
桑 原　 義 宗
涌 井　 政 治
石 橋 義 一
石 橋　 直 和
磯 部　 悌 治
丸 山　 福 雄
石 橋　 雅 博
山 本　 芳 雄
太 田　 弘 巳
山 田 滝 蔵
山 田 清 治
久保田利昭
藤ノ木正人
中 澤　　 寛
中 澤　 繁 夫
中 沢 弘 義
村 山 米 蔵
桑 原　 富 夫
村 山 忠 夫
宮 澤　 嘉 孝
宮 澤　　 清
宮 澤　 貞 史
柳 沢　 由 定
石 澤　 文 夫
石 沢 久 博
桑 原　　 進
大 島　　 実
桑 原　 光 國
桑 原　 智 興
桑 原　 義 孝

小計 35名
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鈴 木　 宣 好
根 津　 千 里
藤 ノ 木　 昇
藤 ノ 木　 恒
山 田　　 晋
中 澤　 研 二
山 田　 哲 雄
山 田　 泰 祥
桑 原　 道 夫
桑 原　 政 幸
山 田　 有 二
藤ノ木正明
福 原　 菊 雄
阿 部　 悦 男
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桑 原 　 一
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大 口　 博 正

小計 30名
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桑原与志男
桑 原　 啓 二
根 津　 哲 幸
桑 原　　 弘
藤 ノ 木　 弘
桑 原　 秀 次
根 津　 義 孝
樋 口　　 浩
藤ノ木輝夫
藤 ノ 木　 勤
藤ノ木松雄
髙 橋　 壽 光
髙 橋　 孝 男
髙 橋　 利 文

穴　藤
秋成逆巻
見倉清水
結　東

前　倉
大赤沢

小下里
反　里
芦ケ崎

赤　沢

谷　内

岡

相　吉

城　原
中　子

髙 橋　 和 人
涌 井　　 強
吉 野　　 徹
山 田　 幸 作
滝 沢　 章 一
山 田　 富 一
山田佐喜雄
阿 部　 利 昭
石 澤　 仁 作
石 沢　　 勇

小計 26名

大 倉　 一 郎
石 田　 吉 久
内 山　 幸 和
小 島　 七 郎
小 林　 新 一
大 口　 茂 太
大 口　 孝 法
小島和三郎
島 田　 謙 一
石 田　　 明
関 谷　 政 一
滝 沢　 満 春
滝 沢　 三 直
関 谷　 貞 夫
涌 井　 好 一
島 田　 輝 茂
根 津　 勝 幸
富 沢　 幹 夫
井 ノ 上　 満
関 澤　 徳 仁
藤 木　 寿 一
村 山　　 晋
内 山　　 隆
涌 井　 利 男
内 山　　 優
涌 井　　 勝
金 子　 一 広
鈴 木　 耕 治
涌 井　 淳 治
藤 木　 高 明
関 沢　 岩 雄

上　野
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穴  山
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灰　雨
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子　種
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滝 澤　 三 男
山 本　 光 一
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小計 34名

石 澤　 春 義
久保田義夫
山 本　 勝 雄
石 澤　 義 治
石 澤　 正 美
清 水　 幸 男
清 水　 光 春
滝 沢　 義 人
髙波知一郎
髙波敏日子
島 田　 一 治
石 沢　 茂 夫
涌井荘七郎
石 澤　 和 大
涌 井　　 優
久保田紘一郎
石 沢　 清 尚
久保田政利
久保田申一
久保田茂治
石 沢　 政 治
津 端　 鉄 男
上 村　 栄 一
上 村　 勝 治
中 島　 満 男
保 坂　 晃 久
保 坂　 信 司
江 村　 良 典
保 坂　 要 一
江 村　 康 和
八重沢敏明
石 澤　 勇 作
河 田　　 哲
涌 井 政 宏
鴨井栄一郎
島 田　 耕 助
森 口　 敬 造
森 口　 光 治

朴木沢

小　池

下加用

上加用

百ノ木
出　浦

押　付

小　島

巻　下
外　丸

辰ノ口

鹿渡新田
鹿　渡

涌 井　 武 徳
半 戸　 淑 朗
半 戸　　 裕
村 山　 久 一
中 島　 一 具
村 山　 俊 郎
山 岸　 政 司
酒 井　 昭 夫
冨 澤　　 信
太 田　 留 福
鳴 海　 文 男
惣 山　 修 司

小計 50名

滝 沢　 文 生
滝 沢　 一 雄
涌 井　 芳 郎
髙 橋　 克 英
池 田　 了 二
江 村　　 豊
福 原　 光 男
福 原　　 忠
福 原　 智 子
福原巳之助
丸 山　 武 一
福 原　　 実
福 原　 幸 夫
福 原　 光 夫
丸 山　　 博
福 原　 真 一
樋 口　 重 雄
小野塚正直
板 場　 昌 二
板 場　 正 一
小野塚幸一
石 澤　 義 憲
石 沢 隆 平
恩 田　 朝 夫
石 沢　　 太

小計 25名

合計 200名
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大
地
の
芸
術
祭

　
　
　
　

オ
ー
プ
ン

　

三
年
に
一
度
の
十
日
町
、
津
南
地
域
で
の
大

地
の
芸
術
祭
が
オ
ー
プ
ン
。

　

入
り
込
み
客
は
大
幅
増
加
と
の
前
情
報
。

　

今
回
も
木
材
利
用
に
よ
る
作
品
で
地
域
材
を

供
給
し
ま
し
た
。
今
ま
で
考
え
も
つ
か
な
か
っ

た
木
材
の
活
か
し
方
等
が
あ
り
感
心
す
る
こ
と

し
き
り
。

●
旧
上
郷
中 

宿
泊
施
設

　

杉
材
の
板
目
、
節
が
気
に
入
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ッ
ド
の
他
食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
も
杉
で
四
卓

製
作
し
ま
し
た
。

●
滝
沢
達
史
さ
ん
「
時
の
殻
」

　

津
南
町
出
身
の
滝
沢
達
史
さ
ん
が
初
回
の

「
や
ま
も
じ
」
に
引
き
続
き
旧
上
郷
中
に
伐
採

現
場
で
の
枝
、
蔓
等
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
芸
術
を

製
作
。
本
数
に
圧
倒
さ
れ
る
。

●
桜
の
木
が
巨
大
カ
エ
ル
に

　

穴
山
地
区
に
は
前
回
同
様
に
台
湾
の
作
家
、

林り
ん

舜し
ゅ
ん

龍ろ
ん

さ
ん
が
製
作
。

　

桜
の
木
を
加
工
し

て
巨
大
カ
エ
ル
を
三

匹
展
示
。
大
変
愛
着

を
感
じ
る
。

　

地
面
に
は
、
カ
ン

ナ
屑
を
敷
き
真
夏
に

は
、
涼
し
く
感
じ
、

木
の
香
り
が
す
が
す

が
し
い
。

●
大
胆
な
変
身
（
太
田
新
田
）

　

多
彩
な
色
に
感
嘆

森
林
浴

　
　

ま
っ
た
だ
中

　

暑
い
夏
、
ア
ウ
ト
ド
ア
、
登
山
の
季
節
到
来
。

今
年
も
巻
機
山
、
平
ケ
岳
、
苗
場
山
の
木
道
整

備
に
間
伐
材
を
供
給
し
ま
す
。

　

写
真
は
７
月
初
旬
に
山
伏
山
の
薬
師
湖
周
辺

の
遊
歩
道
の
橋
桁
を
改
修
し
た
も
の
で
す
。

森
林
整
備

　
　
　

二
地
区
計
画

　

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
今
年
度
計
画
の

二
地
区
（
芦
ヶ
崎
、
反
里
口
）
で
説
明
会
及
び

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
当
局
か
ら
も
所
有
者
負
担
の
軽
減
に
ご
努

力
い
た
だ
き
、
よ
り
森
林
整
備
を
進
め
や
す
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

苗
場
登
山
道

　
　
　
　

刈
払
い

　

毎
年
、
苗
場
登
山
道
の
刈
払
い
作
業
を
部
分

的
に
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
小
松
原
の
山
小
屋

に
宿
泊
し
て
の
作
業
で
す
。

　

表
紙
の
写
真
は
〝
霧
の
塔
〟
を
登
り
な
が
ら

の
刈
払
い
作
業
。
当
然
、
着
替
え
、
水
分
、
燃

料
等
を
持
参
し
な
が
ら
で
大
変
厳
し
い
環
境
。

　

今
回
の
作
業
の
準
備
の
為
に
前
日
に
平
ヶ
岳

を
登
山
し
て
、
備
え
た
と
の
こ
と
。

　

大
変
、
お
疲
れ
！

（山伏山　薬師湖　遊歩道）

（旧上郷中　宿泊用二段ベッド）

DEAI プロジェクト
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今年もファベックス2015に
出展しました！

　特産部は　東京ビッグサイトで開催された「ファベックス 2015」の展示会に　4/15 ㈬～ 17 ㈮の
3 日間ブースを設け参加してまいりました。
　今年度の入場者数は過去最大の 75,129 名の来場者と出展が 890 社というたくさんのなか、開催さ
れました。
　組合の参加の目的として、地元・地域の農産物を使ったなめこ・雪下にんじんの加工食品をアピー
ルしてきました。そしてさらなる売れ筋商品の開発を進めており、今年は乾燥きのこ「舞茸・えのき・
エリンギ・ぶなしめじ」のシリーズを発売しました。期間を通して 120 社余りの関心のある方々が訪れ、
目標である新規開拓の足がかりが出きました。
　更に営業員を 1 人動員し販売に力を入れ、地元に少しでも貢献できるよう頑張ってまいりたいと思
います。

特産部NEWS

きのこのオリーブオイル炒め

玉ねぎ……………………… 1/2個
（すりおろしておく）
エリンギ………………………１本
なめこ………………… 大粒100g
舞茸………………………… 100ｇ

椎茸………………………… 100ｇ
オリーブオイル…………… 70cc
塩………………………………適量
セロリ　葉…………１本～２本分
パセリ…………適量（みじん切り）

材料　（４人分）

作  り  方

❶すりおろした玉ねぎの水分を切って、熱したオ
リーブオイルで炒める。
❷なめこは洗って、水を切っておく
　エリンギは縦に細長く切る。
　椎茸は細長く切る
　舞茸は縦に裂く
　セロリの葉は大きめに切っておく

❸❶にパセリ以外の具
材を加え炒める。
❹きのこが馴染んで
きたら、塩を加え弱
火で煮込む。
❺とろみが出てきたら火を止め、塩、胡椒で味を整
えてパセリをちらす。
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森林組合では、安全衛生推進委員が２５

名います。定期的に工場や森林作業現場

を巡回し作業の安全、衛生、作業環境の保

全等の項目を基にパトロールを行ってい

ます。

を行っています 
安全パトロール安全パトロール

（写真：亀岡現場及び、十日町市土市現場）

今
年
も
津
南
ま
つ
り
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
～
!!

　日本食研㈱津南営業所の皆さん、おなじみの“バンコちゃん”、津南のゆるきゃら“つ
なっぺ”が参加してくれ、総勢 40名の大行列となり、祭りを盛り上げてきました。当
日の暑さもどこへやら、ハァ～こ～まつ～ば～らから～ちゃちゃちゃら、ちゃらちゃら
～っと（＾＾）

　

平
成
24
年
７
月
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
た
、
ク
リ
ー

ン
活
動
も
今
回
で
８
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
役

職
員
が
一
緒
に
行
う
作

業
と
し
て
定
着
し
て
き

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
美
化
に
努
め
役
職

員
一
丸
と
な
り
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

７
月
30
日

ク
リ
ー
ン
活
動
を

　
　
　
　
　

行
い
ま
し
た

組合員の皆様へ
  組合員の皆様には日頃よりご指導、ご協力いただき
まして誠にありがとうございます。 
  下記の異動がある時は各届出書の提出をお願いいた
します。
　・出資金の持分を譲渡する時
　・出資金の相続をする時（相続開始後90日）
　・組合員の氏名が変わった時
　・組合員の住所が変わった時
　・組合員を脱退する時
お手数ですが宜しくお願い致します。
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あ と が き

　『きれいだね～。』夏の夜空を舞う蛍
を捕まえ、鼻を虫かごにくっつけそう
になる位の距離から覗き込む息子たち、
私が子供のころは決して珍しくなかった
蛍も今はもう希少な虫になった感じがし
ます。『あっちのみ～ずは、に～がいぞ。
こっちのみ～ずは、あ～まいぞ。』津南
でしか味わえない自然があり、その年に
しか味わえない感動にあえる。そんな
自然をこれからもず～っと、伝えて行け
る津南であってほしいと願っています。

　勤続４年、毎日ニコニコ運
送屋さんの対応、きのこの入出

荷の調整、梱包作業等々、新鮮で美味しい
きのこを皆様の食卓にお届けするため、共
選場のきのこ出荷業務に取り組んでいます。
　津南では珍しい名字、ご両親は茨城県
の方で小学校の入学と共に津南へ移り住
んできたそう。津南なまりは分からないの
かと思いきや！！バリバリ方言を使いこなす
根っからの津南っ子！！かわいい息子も、も
うすぐ５才「一緒に出来る事が増えました。」「これからの成長が
楽しみ。」と、お母さんっぷりを発揮しながら毎日頑張っています

（＾＾）お肌も、きのこのようにぷりっぷり～で新鮮、組合のゆる
きゃら公認も夢ではないかもよ。これからも笑顔と明るさで皆を
癒してね～。

職員紹介

　津南の山々にイノシシが生息し、目撃されるように
なったのは 10 年ちょっと前からで、それ以前の生息は
確認されていなかった。本来イノシシの習性から積雪
の多い所は嫌うはずで、生息分布外になっていた。し
かし近年、津南だけでも毎年のように数頭捕獲されて
おり、近隣の市町村を含めると相当数の捕獲になって
いる。農作物には、多大な被害を与える事があるが林
業面では被害の報告はあまり聞いていない。シイタケ
栽培で原木を林の中においてある場所では被害がある
と聞いている。行動範囲が広く一晩の行動半径は数
Km ～十数 Km に及ぶと言われている。したがって一
頭のイノシシでも各地に被害が出るため生息数が正確
につかめない。
　成獣したもので、１ｍ～ 1.5 ｍあり、オスの方が大
きく体重は 70kg ～ 100kg だが、150kg 前後の大物
もいる。幼獣の時はマクワ瓜に似ている事からウリ坊と

呼ばれている。飼育している子ブタに横縞模様を付け
た姿。小さな群れをつくって行動する場合が多い。雑
食性でヤマイモ、タケノコなど植物質の物から昆虫、ヘ
ビ、カエルなど動物質を採食するため、地面を掘り起
こしたり大きな石等も動かす行動がみられる。泥地を
掘り起こして泥浴びを行い、その場所を主にヌタ場と呼
ぶ。採食し満腹になると寝る習性があり、大きく採食し
た近くで休息している事が多い。積雪がある所ではイノ
シシの足跡がはっきりわかるのでハンターにとっては狩
りがしやすいが、イノシシに反撃された鉄砲撃ちも大き
な怪我を負う場合もある。

鳥獣被害にご注意
ください！

職員募集中 !!お知らせ
特産部食品加工パート職員…………２名
きのこ部きのこ生産パート職員……１名
を募集しております。仲間と楽しく頑
張って地元に貢献しませんか？
詳細はハローワーク窓口又は、森林組合
へお電話ください！！

● きのこ部 ●
戸

と

祭
まつり

　涼
りょう

（津南町子種）

●お盆休み●
８月 14 日㈮

～８月 16 日㈰




